
グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

自己評価自己評価自己評価自己評価およびおよびおよびおよび外部評価結果外部評価結果外部評価結果外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

(別紙の２)

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

新人職員研修において理念について学ぶ機会を
持ち意識付けしている。理念を施設内のよく見え
るところに掲示し、常に意識するように心がけて
いる。理念に基づいたケアが行なえているか月１
回のフロア会議で話し合っている。

法人の「その人らしく生き生きと」という理念を踏襲しフ
ロア会議(ユニット毎の)や日々のミーティングでお互い
に確認している。ユニットの増設にともなう職員配置も
法人内の異動により行なったので日頃の業務の中で
理念や目指す方向性とのズレは殆どない。気になるこ
とがあれば会議などで話し合っている。利用者や家族
には契約時に理念を説明し、主旨を理解していただい
ている。

利用者が、夏祭りや三九郎などの地域行事に参
加している。地域の方にも防災訓練に参加して
いただいている。野菜や果物をいただくこともあ
り、料理やおやつに活用している。地域の学校へ
届けるための雑巾縫いを日頃行なっている。

今年度北ユニットが7月に増設されたが、ホーム自体
は開設から4年目を迎えており、地域の人々と関わる
機会が増えている。地区の常会に加入しており、地域
の行事のご案内をいただき出来る限り参加している。
多くのボランティアの来訪があり草もち会などの行事に
お手伝いをいただいている、小中学生の職場体験学
習や専門学校生の実習の受け入れも行なっている。
地域の方から野菜の差し入れなどをいただくこともあ
り、ホームからも手作りおやつなどをお返ししている。
母体ともいうべき複合施設と一体になり地域での高齢
者福祉の担い手となっており、住民からの信頼度も高
まっている。

開所して期間が短いため現在は行なっていないが、今後、職場
体験学習や実習の受け入れを積極的に行なっていきたい。理
事長が地域の高校へ「中高生のための福祉の訪問講座」の講
師として出掛けた。施設長が薬剤師会の勉強会の講師、医師
会の認知症勉強会の座長を２回、松本広域連合介護認定審査
会委員をやっている。

利用者代表、家族、民生委員、市職員、理事長、事業
所職員の他にその回に応じたゲストを招いて２ヶ月に
一度開催し、意見交換を行いサービス内容や質の向上
に努めている。運営推進会議でスプリンクラー設置の
報告を行ない、民生委員、区長に防災訓練にも参加し
ていただいた。

偶数月に開催し、利用者代表、家族、民生委員、地域
住民代表、市担当部署職員、法人・事業所職員が参
加している。議題によっては、近くのスーパーや薬局
の責任者、交番署長、消防署員、幼稚園・小学校・中
学校の先生など、地域の関係者が加わり意見や情報
を交換している。

市の介護相談員が定期的に来訪している。
また、介護認定更新の機会等に市の担当
者との情報交換を行ない、連携を図ってい
る。地域包括支援センターの職員が時々来
訪している。

地域包括支援センター職員の研修を受け入れたり、市
担当部署とも増設時に随時相談をかけ、連絡を取り
合った。市の集団指導には必ず出席している。介護認
定の更新時には調査員がホームを訪れ家族も立会い
ホームからも情報提供している。市派遣の介護相談員
が2～3ヶ月に一度来訪し利用者と懇談している。

日中玄関の鍵はかけておらず、自由に外に出る
ことができるようにしている。各居室の窓を自由
に開けることができ、ベランダに出ることができる
ようになっている。身体拘束が行なわれていない
か、フロア会議でケアの見直しを行なっている。

職員も勉強会や研修等で身体拘束について学び、正
しく理解している。フロア会議で日頃の支援の場面で
気になることを全員で検討し、行動を制限する行為や
身体拘束のないケアに徹している。日中玄関を開放し
ており自由に出入りできる。外出傾向のある利用者に
は気が落ち着くまで職員が同行している。増設後も入
居者は穏やかな生活が送れている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

新人職員研修において高齢者虐待防止関
連法についての研修を行なっている。不適
切なケアが行なわれることのないように、フ
ロア会議でケアの見直しと防止の確認を行
なっている。

新人職員研修において権利擁護に関する
研修を行なっている。必要と思われる利用
者について、地域包括支援センターの職員
と連携して成年後見制度を活用する支援を
行ない、保佐人の決定に至っている。

契約時には料金や看取り、医療連携体制などに
ついて詳しく説明し、本人や家族の不安や疑問
を確認しながら同意を得るようにしている。状態
の変化により解約に至った場合は、本人や家族
と十分に相談し対応している。

家族の来訪時には、現状報告をするとともに家
族の思いを聞く機会としている。契約時に苦情相
談窓口についての説明を行なったり、玄関に御
意見箱を設置したりしている。運営推進会議では
意見や要望を出していただき、運営に反映する
ように努めている。

自分の言葉として意見・要望を言うことができる方が多
い。毎週末に来訪する家族がいるが、ホームから声が
けし来訪していただくようにし、来訪時に意見や要望を
お聞きしている。開設から間もないが、家族との馴染
みの関係も徐々に出来上がってきている。毎月発行す
る法人の「こまくさ便り」や3ヶ月に一度発行するホーム
の便り「宮の前」で家族との意思疎通を図っている。

理事長、管理者がフロア会議に参加し、職員の
意見や要望、提案を聞き出せるように努めてい
る。聞いた内容については、問題点の具体化、
共有化に努めている。また、理事長が夜勤帯に
現場に来て、個別に職員の意見を聞く機会を
作っている。

月1回のフロア会議には理事長も出席しており、利用
者状況の確認やケアプランの検討、次月の予定など
について双方向の会議が開催されている。昼食後の
ミーティングでもその日に気づいたことなどが話し合わ
れている。年に数回、職員自ら自己評価をし、リーダー
との個別ミーティングも行い、職員の資質向上に役立
て相談にものっている。

代表者も現場に来て職員とともに利用者と
過ごし、個別に職員の業務や悩みを把握す
るように努めている。年に数回、職員による
自己評価を行い、職員が向上心を持って働
けるように働きかけている。

外部研修の情報を収集し、なるべく多くの職
員が受講できるようにしている。また、参加
した研修の報告は法人リーダー会議で伝達
講習し、研修報告書を全職員が閲覧できる
ようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

研修や事例検討などを通して他事業所との
交流する機会を持ち、質の向上に励んでい
る。法人内のグループホーム同士でも、リー
ダー会議や運営推進会議を通して情報交
換を行なっている。

サービス利用の相談があった際は、本人、家族
と事前面談をして状態を把握するとともに、不安
や要望を理解するように努めている。利用者の
状態によっては、入居予定日前から通所の機会
を作り安心していただけるように工夫している。

入居前に家族にグループホームの様子を見てい
ただくとともに、事前面談で今までの家族の苦労
やサービス利用状況などをゆっくり聞いている。
家族の大変さを受け止めた上で、不安や要望に
対する入居後の対応について話し合い、関係作
りに努めている。

サービス利用の相談時、本人や家族の状
況をよく聞き、当事業所ではどのような支援
ができるか考え、必要に応じてケアマネー
ジャーや地域包括支援センターに繋げるな
どの対応をしている。

職員と利用者は一緒に暮らす仲間として、
不安、喜び、楽しみなどを共有し、支え合え
る関係作りに努めている。また、料理や畑
仕事、生花など一緒に行なう中で利用者か
ら教えていただく機会が多い。

家族の来訪時には、日頃の状態をこまめに伝え
情報交換を行ない、支援の方法について共に考
え相談している。家族に誕生日会に参加してい
ただいたり、音楽やダンスを披露していただく機
会を設けたり、家族が関われる場面を作ってい
る。

利用者が所属している詩吟の会の方やよく利用してい
た弁当屋の店員など馴染みの人が来訪する機会が多
い。昔からの知人、友人が来訪し、馴染みの店に外食
に出掛けることもある。親戚等の来訪時には、本人と一
緒に写真を撮らせていただき、その写真を居室に飾る
などしている。家族、親戚との手紙のやり取りが行なえ
るよう支援に努めている。

詩吟の会の仲間や趣味の関係者の来訪を受ける利用
者がいる。友人や親しい方が来られた時、玄関で写真
をとり、後で話題にし懐かしむこともある。携帯電話を
持ち、知人などと連絡をとられている方もいる。年末年
始に自宅へ帰ったり、家族がホームに泊まりに来るこ
ともある。

利用者同士のトラブルがあった際には、個別に
話を聞いたり、相談に乗ったりしている。皆でレク
リエーションを楽しんだり、家事を分担して行なっ
たりする機会を多く設け、利用者同士が上手く関
わり合えるように職員が調整役となっている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

サービス利用が終了した場合でも、利用さ
れている事業所のケアマネージャーと連絡
を取り、必要に応じて情報提供を行なってい
る。

日々の関わりの中で、言動や表情から本人
の意向や希望を汲み取るように努めてい
る。困難な場合は、家族や利用していた事
業所などからの情報をもとに本人本位の視
点で考えるようにしている。

紅茶かコーヒーのどちらが良いのか、日頃から選んで
いただく場面を設けている。畑仕事や生花などの利用
する前からの趣味や好きなことを働きかけ職員も一緒
に動いている。入浴介助の時や夜勤時の自室で一対
一になった時、人前では遠慮がちな利用者も自分の思
いや意向を気兼ねなく話せている。

入居前の事前面談で生活暦や馴染みの暮らし
方、サービス利用の経過等について、本人、家
族から詳しく話を聞き情報を得るようにしている。
また、他事業所からも利用時の様子など教えて
もらえるように連携を図っている。

一人ひとりの様子を観察し記録に残すことで、生
活リズム等の現状の把握に努めている。日々の
支援をもとに、できないと決め付けず、できること
に注目して一人ひとりの有する力を把握し、職員
が共有できるように努めている。

本人や家族との関わりの中で思いや意見を聞き
取り、介護計画に反映できるようにしている。フロ
ア会議や日々の申し送りの中で、モニタリング、
カンファレンスを行なっている。３ヶ月ごとに見直
しを行ない、本人の現状に合わせ変更している。

職員は1～3名の利用者を担当しており、フロア会議で
入居者の状況を報告し確認し合っている。申し送りの
際にもその時その時の状態を伝え必要があれば対応
を検討している。3ヶ月毎に見直しも行い、評価も記入
されている。本人や家族の意向を基に介護計画が作
成されており、作成後は家族にも説明がされている。
利用者の状態の変化によっては現状に合わせ変更し
ている。

身体状況及び日々の暮らしの様子や本人
の言葉、職員の気付き等を記録している。
いつでも全職員が確認し、情報を共有する
ようにしている。個別の記録をもとに、介護
計画の評価、見直しを行なっている。

状況に応じて通院の付き添いや送迎、個人
的な買い物の支援などを行なっている。本
人や家族の要望に応えて、利用者と家族が
一緒に食事や宿泊することにも柔軟に対応
している。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

運営推進会議に民生委員、ボランティア、近所の方々、
近隣商店、地域包括支援センター、教育機関、警察、
消防をお呼びし、情報交換、協力体制を築いている。ま
た、本人の希望や体調に応じて訪問理美容サービスを
利用している。もちつき会等、地域のボランティアの協
力を得ている。

入居時に希望を確認し、希望に応じて法人内のクリ
ニックをかかりつけ医としている。こまめに連絡を取り
合い、看護師が来訪して状態を診てくれることも多い。
定期的に職員付き添いでの受診を行なっている。ま
た、歯科医等も本人、家族の希望するかかりつけ医と
なっている。

利用前のかかりつけ医を継続している。本体ともいう
べき在宅複合施設内にクリニックがあり、看護師が毎
日のように訪れ些細なことにも助言を頂いている。理
学療法士の指導の下、個別のリハビリに応じており、
その効果もあり機能維持におおいに役立っているとい
う。歯科については協力歯科医の往診も可能である。

受診の際に最近の様子や気になっていることを
伝えたり、何か変わった様子があった時にはすぐ
に連絡を取ったりしている。２４時間いつでも連絡
できる体制を取っており、速やかに看護師に連絡
することで適切な医療に繋げている。

入院時、本人の情報を医療機関に提供してい
る。職員が定期的に見舞いに伺うようにし、医療
機関、本人、家族と回復状況等の情報交換を行
なっている。退院後の対応について、医療機関、
家族との話し合いの機会を持った。

医師と家族との面談の機会を設けたり、本人や
家族の意向を伺ったりして、最期の時をよりよく
過ごしてもらえるように、医師、看護師、職員で連
携を図り対応している。全職員が出席できるよう
に臨時のフロア会議を設け、本人の状態や対応
を共有するための話し合いを行なった。

利用時に重度化した場合や終末期のあり方について
の意向を確認している。お一人の方が急に体調を崩さ
れ、緊急搬送先で亡くなられた。ユニットととしては初
めての経験であったが、「寂しいね。夢に出てきて
ね・・・」と後で言われるぐらい他の利用者から慕われ
た方で、利用者とともにお見送りをした。家族からも感
謝の意が伝えられている。

新人職員研修において、急変や事故発生
時の対応について研修を行なっている。実
際に起きた事故の対応について臨時のフロ
ア会議を設け、話し合いを行なった。

開所前に消防署の指導を受け、職員による避難
訓練を行なった。開所後はマニュアルを見直し、
南北ユニット合同での避難訓練を年４回行なうよ
うにした。また、年２回は消防署の指導を受け、
地域の方々にも参加していただき協力体制を築
いている。

車椅子の利用者も参加し、両ユニット合同で避難・誘
導訓練、通報連絡訓練、消火訓練を実施している。毎
年1回、運営推進会議に消防署員にも参加していただ
き火災や地震について事例も含めて指導を受けてい
る。また、防災訓練には近隣の住民の方にも参加して
いただき万が一に備えている。スプリンクラー、火災報
知器、緊急通報装置なども整備されている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

居室に入る際には必ず本人に断って入るようにしてい
る。排泄、入浴などの誘導時の声かけは他者に聞こえ
ないように行なうなど、プライバシーに配慮している。ど
んな時もまずは本人の気持ちを確認し、さりげない言
葉かけや対応を心がけている。年長者としての敬意を
払い、利用者の尊厳あるケアに努めている。

職員の言葉遣いは穏やかで利用者を人生の先輩とし
て敬う姿勢が随所に見られた。両ユニットの造りに若
干の差があるものの玄関や共有部分から利用者の居
室が直接目に入ることのないよう配慮がされている。ト
イレへの誘導もさりげなく、失敗した時の対応方法にも
それぞれの職員の気遣いと思いやりが対話のなかで
も感じられた。

お茶の時間の飲み物やお菓子、食事の時のランチョンマットを
選んでいただくなど、些細なことでも本人に決めていただく場面
を設けている。何かをお願いする際には、必ず本人に確認し、
押し付けにならないように注意している。意思表示ができない
方に対しては、表情や言動などから本人の意思を汲み取るよう
に努めている。

一人ひとりのペースで起床、就寝できるようにし
ている。一人ひとりのその日の体調などを考慮し
ながら、その日その時の気持ちを尊重し、それに
合わせた対応を心がけ、その人らしく生活ができ
るように支援している。

着替える際には、本人の好む衣服を選んでいた
だいている。毎朝、好きな髪形に整髪したり、化
粧をしたりできるように支援している。帽子やス
カーフなど、その人のこだわっているスタイルや
好みにそったおしゃれができるように支援してい
る。

煮豆や煮物など、利用者の馴染みの料理を利用
者と職員が一緒に作っている。午後のお茶に
は、ホットプレートを囲んでのお好み焼きや焼き
そば作りなど、準備から片付けまでを一緒に行な
い、楽しい雰囲気で食べていただけるように支援
している。

両ユニットとも食事の介助を必要とする利用者は若干
名で、刻みやソフト食で対応する方もいる。朝食につい
てはホームでつくり、昼食・夕食については主食となる
ものと汁物をホームでつくっている。本部の栄養士も交
え法人の食事委員会が月1回開かれており、食事内容
を検討している。お好み焼きや焼きそばなどホットプ
レートを使いみんなで楽しむこともある。誕生日には本
人の希望を聞き、利用者も手伝い特別メニューをつ
くっている。近くの回転寿司に出かけたこともある。

食事、水分の摂取量を毎回記録し把握している。いつもより摂
取量が少ない場合は、体調に変化がないか確認するとともに、
本人の好きなものや食べやすいものを食べてもらうようにして
いる。水分やカロリーの制限のある方には、医療からの指示に
従って個別に量を調整し対応している。月１回栄養士が来訪
し、一緒に食事を食べながらアドバイスを受けている。

習慣に応じて起床時、就寝前に口腔ケアを
している方が多く、毎食後は行なえていな
い。一人ひとりの口腔ケアの状態に応じて
声かけや見守り、介助を行なっている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表を使用することで、一人ひと
りの排泄パターンを把握し、それに合わせ
てトイレ誘導を行なっている。トイレでの排
泄を大切にし、リハビリパンツ、パットは本
人の状態に合わせ使用を検討している。

両ユニットとも一部声かけが必要な方がいるが、殆ど
の利用者が自立している。布パンツやリハビリパンツ
にパットを使用している方が多い。リハビリ体操や立ち
上がり体操など個人メニューに沿って対応しているの
で身体機能も維持でき排泄にも好影響を及ぼしてい
る。自宅からの延長で夜間のみポータブルトイレを使
用する方もいる。

排泄チェック表から一人ひとりの排便パターンを把握
し、水分補給や乳製品の摂取、排泄時に腹部マッサー
ジを行なったり、体操、散歩などで体を動かしてもらっ
たり、下剤を使用せずに排便していただけるように工夫
している。便秘が続く場合は、医療と相談し下剤を使用
している。

入浴の希望の有無や希望の時間をお聞きし、希望にそった支
援を行なっている。入浴を好まない方に対しては、言葉かけや
対応の仕方を工夫し、入浴してもらえるように試みている。季節
にゆず湯を行なったり、希望に応じて入浴剤を使用したりしてい
る。異性の職員に抵抗感がある場合は、同性の職員に交代す
るなど羞恥心に配慮している。

両ユニットとも自立している方は僅かで、見守りと一部
介助を必要とする方が多い。少なくとも週2回は入浴し
ている。入浴を拒む方には日をずらしたり、何回も声が
けしたりして工夫をしている。浴槽も左右からかかえる
ことができるようになっている。

一人ひとりの就寝の習慣に応じ、声かけや
誘導を行なっている。眠れない方には温か
い飲み物を飲んだり職員と会話をしたりして
もらって対応している。希望に応じてソ
ファーや居室での午睡をしてもらっている。

薬剤説明書のファイルを作り、薬の用法、用量の把握
を行なっている。服薬に間違いのないよう薬の確認を
行い、服薬時は手渡しや口に入れるなど一人ひとりに
応じた支援を行ない、内服できたかの確認を行なって
いる。処方の変更があった場合は、申し送りノートに記
録し、状態の変化の観察に努めている。

食事の盛り付け、食器洗い、洗濯物たたみなど役割として行な
えるよう支援し、感謝の言葉を伝えるようにしている。行事の時
など、得意としている方に生花、書道、フラワーアレンジメントな
どをお願いし、一人ひとりの力を発揮していただけるよう支援を
行なっている。誕生日会など利用者と相談しながら計画を立て
行なっている。

近所のスーパー、馴染みの和菓子屋、たい
焼き屋への買い物や散歩など利用者の希
望にそっての外出を支援している。暖かい
季節には利用者が希望する店への外食や
喫茶の外出を行なっている。こまくさ野村本
部の行事にも頻繁に出かけている。

本体ともいうべき複合施設での催しなどに散歩がてら
出掛けている。訪問調査の午後、天気が良かったので
車椅子の方も含め散歩に出掛る姿が見られた。外出
時に車椅子が必要な方もいるができるだけ歩いていた
だくようにしている。行事外出についても車椅子でも支
障のないトイレのある場所を調べ出掛けている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部
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自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

個人でお金の管理ができる方には、個人の財布
を持っていただき、自由に買い物できるようにし
ている。施設でお金を管理している方について
も、パン屋やおやき屋が来訪して購入する際な
ど、本人に財布よりお金を出して支払っていただ
くよう支援している。

居室に電話を設置できるようになっている。
希望があれば施設の電話を使用できるよう
になっている。絵手紙教室での作品を家族
に送るよう支援している。個人で知人と年賀
状や手紙のやり取りをしている方もいる。

利用者にとって落ち着いた色合いで懐かしく感じ
られるような造りになっていたり、家具を使用した
りしている。東や南の窓からの光が眩し過ぎない
よう常に配慮している。東の窓に広がる景色から
季節を感じられるように工夫し、季節にあった花
や飾りを飾るなど、居心地のよい家庭的な雰囲
気作りに努めている。

両ユニットとも共有スペースには食堂、リビング、
キッチン、小上がりがある。リビング横には内裏
雛が飾られ、食卓テーブルの上にも利用者が活
けたフラワーアレンジメントが置かれ季節感を感
じることができた。両ユニットの廊下の壁が展示
スペースとなっており、入居者の手による絵手
紙、刺繍、習字などが掲げられている。天井も全
体に低く照明も穏やかで、居室と共有部分の天
井には欄間でさりげなく仕切りがされており、落
ち着いた雰囲気となっている。共有部分は床暖
になっている。利用者手書きの当日の昼食と夕
食のメニューがホワイトボードに書き出されてい
た。

利用者の状態に合わせ、必要な表示を付けた
り、Ｌ字柵を使用したりするなど、安心して暮らせ
るよう環境整備に努めている。混乱や失敗が生
じた時には、職員で話し合い、本人の不安や混
乱材料を取り除くように努めている。

ダイニングのテーブルを３つに分け、気の
合った方同士で座れるようになっている。リ
ビングのソファー、玄関のベンチ、廊下突き
当たりの机コーナーなど、好みの場所を選
び思い思いに過ごせるように工夫している。

本人や家族と相談し、使い慣れた家具や布団、好みの
ものを持ち込んでいただけるようにお願いしている。本
人が作った人形や馴染みの人の写真などを飾り、居心
地のよい空間になるようにしている。また、本人にとっ
て使いやすいように配置や表示などを工夫している。

各居室には洗面台とタンスが備え付けられてい
る。利用者によってはベッドやテレビ、箪笥、冷蔵
庫、ポータブルトイレなどを持ち込んでいる方も
いる。壁や箪笥の上にお孫さんや家族の写真、
自らの書や絵などの作品を飾っている方もいる。
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